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○児童生徒にとって、安全・安心な教育環境を確保する。
○スクールバスを計画的に配備することにより、児童生徒の通学の安全と利便性を確保し、保護者等の送迎負担を軽減する。
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教育委員会事務局 課・室

【現状】

○特別支援学校の施設設備の経年による劣化や教室不足等に対して、施設設備の修繕・改修による学習環境・生活環境の改善及び中長
期的な施設改修計画の策定が課題となっている。
〇スクールバスの定員の限界や運行エリアが狭いことにより、希望に応じた配置が課題となっている。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail tokubetsu-shien@pref.nagano.lg.jp

特別支援教育課

実施期間
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R3年度

R1年度

1,279,342

785,971
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総合的に展開
する重点政策

1-1 生きる力と創造性を育む教育の推進

【実施内容】

○施設の計画的な整備、スクールバスの配備など
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及び実施内容
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トイレの洋式化率 ％

今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

・経年劣化に対応した補修等による学校施設の維持保全と施設の長
寿命化及び教育環境の向上が必要となっている。
・特別支援学校整備基本方針に沿って必要性の高い学校から国の特
別支援学校設置基準を踏まえつつ、順次抜本的な整備を実施する必
要がある。特に老朽化の進む松本養護学校及び若槻養護学校にお
いては早急な対応が必要である。
・スクールバス利用希望に対応できる体制整備が必要である。

・老朽化している施設の修繕及び改修のほか、トイレの洋式化及び多
目的化等にも引き続き積極的に取り組んでいく。
・特別支援学校整備基本方針及び松本養護学校・若槻養護学校の
整備基本方針を踏まえ、ZEB化や学習空間デザインを取り入れた基
本計画の策定を進める。
・スクールバス利用者を把握し適切に増車等の対応をするとともに、
安全な運行のため計画的にバスの更新を進める。

主な取組

✓ 特別支援学校施設計画整備事業の推進
　　・学校生活維持に必要不可欠な修繕・改修を３か年（Ｒ元～Ｒ３）で計画的に実施
　　・令和3年度の計画19箇所、実績44箇所

✓ トイレ整備事業の推進
　　・各特別支援学校において洋式化率80%以上、多目的化率20%以上の達成を目指し、令和元年度から５年度まで計画的に整備
　　・令和3年度の計画・実績（洋式化9箇所、多目的化6箇所）、目標達成８/18校

✓ 児童生徒の通学保障に対応するスクールバスの配備
　　・スクールバスの計画的な配備により、児童生徒の通学の安全と利便性を確保し、保護者等の送迎負担を軽減
　　・令和３年度１台増便、計42台で運行

1.集中的に施設整備を３か年で実施

2.各特別支援学校において洋式化率80%以上、多目的化率20%以上の達成

3.R元年度９月補正予算及びR２年度当初予算で課題解消

達成状況
の分析

1.集中的に施設整備は実施したが、目標値は未達成。

2.計画的に整備を実施し、目標値を達成。

3.スクールバスを1台増便し、継続して目標値を達成。
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1 学校管理運営事業

事業番号 細事業一覧 （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 課・室 特別支援教育課

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

1

細事業
No.

3
視覚・聴覚障がい児早期教
育支援事業

直接1
スクールサポートスタッフ配
置事業

特別支援学校にスクールサポートスタッフを計24人配置し、教員の負担を軽減

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

4
研修等代替非常勤講師配置
事業

研修代替非常勤講師を２人任用直接

5
特別支援学校妊娠教職員母
性保護事業

体育代替非常勤講師及び養護教諭非常勤講師、学級担任補助員、寄宿舎指導員
宿直代替員の配置

直接

盲学校に非常勤講師２人を任用し、教育カリキュラムを充実直接

2

細事業
No.

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

特別支援教育推進指導事業費
289,492 401,913 283,912

千円 千円 千円

早期支援指導員と早期教育相談員を４人ずつ配置直接

2
盲・ろう学校非常勤講師等配
置事業

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

就学奨励事業費3

直接

289,492 278,997 312,497

千円

1

細事業
No.

実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

特別支援教育就学奨励費事
業

直接

No. 細事業を構成する主な取組

特別支援学校に通う児童生徒の保護者等に対する就学奨励費の支給（国庫1/2）
高等部生に対し、タブレット端末を整備

タブレット端末等のICT機器及び通信環境の整備によるICTを活用した効果的な教育
の推進
ICTを活用した授業環境の高度化に資するため、電子黒板（238台）を整備するととも
に、教員１人にタブレット端末を１台整備

千円 千円

細事業名

給与費等

特別支援学校体制整備事業費 部局 教育委員会事務局

R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

36,835 41,743 50,978

千円千円千円



15 05 02事業番号 細事業一覧 （令和３年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 課・室 特別支援教育課特別支援学校体制整備事業費 部局 教育委員会事務局

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響により修学旅行等を中止した特別支援
学校の保護者が負担するキャンセル料等を助成

補助金

直接

直接3
特別支援学校学習環境整備
基金事業

基金運用益の利子を受け入れ、基金に積み立て、運用益で図書を購入

4
県立学校修学旅行取消料等
支援事業

直接

4

細事業
No.

直接

5

細事業
No.

5
感染症対策等の学校教育活
動継続支援事業

スクールバス１台を更新
感染症重症化リスクの高い児童生徒等を対象とした、ジャンボタクシー等の利用によ
るスクールバスの増便

1
特別支援学校施設計画整備
事業

18校、44か所において施設整備を実施直接

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

2
特別支援学校トイレ環境整
備事業

２校９か所においてトイレ洋式化を実施
２校６か所においてトイレ多目的化を実施

1 学校評議員設置事業
地域住民や保護者などを学校評議員として委嘱し、学校運営や学校自己評価につ
いての助言を得る。

No. 細事業を構成する主な取組 実施 方法 令和３年度　実施内容（実績）

2 通学バス・公用車整備事業

感染症対策を徹底しながら教育活動を継続するために必要となる保健衛生用品等の
購入

補助金

146,494 212,591 298,380

千円 千円 千円

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

特別支援学校整備事業費
1,409,623 68,536 265,659

千円 千円 千円

細事業名
R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

特別支援学校運営費


